
核磁気共鳴（NMR)法を用いて分子間
相互作用を調べる

技術の特徴
・NMR法による分子間相互作用解析は、生理的条件に近い溶液状態で測定でき、さ
らに、タンパク質や低分子リガンドを溶液中で混合して測定するので、容易かつ短時
間で測定できる。
・低分子リガンドータンパク質の相互作用解析において、Saturation transfer 
difference (STD)-NMR法により、低分子リガンド側の認識部位（エピトープ）を容易に
解析できる。

研究の内容

今後の展開
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分子間相互作用解析によって有用なポリペプチド及びタンパク質の機能をより詳細に解
明することにより、新規高機能酵素の設計に役立つことを目指している。

分析・計測

STD-NMR法によるジベレリンの抗体認識部位（エピトープ）の解析

ジベレリンと抗体との
混合液（100:1)

ジベレリンのSTD－NMRス
ペクトルの各プロトンシグナ
ルのシグナル強度
－抗体との距離が近い部
位程、シグナルの強度が高
くなる。

(A)の通常のプ
ロトンスペクトル
と異なり、（B)で
は抗体と相互作
用している部位
のプロトンシグ
ナルのみ観測さ
れる。
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